
 

                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和７年 12 月 12 日 

事業実施地区 青木太田線道路愛護会 

事業名 青木太田線環境整備事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名）青木太田線道路愛護会 

（代表者名）会長 新井守光 

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

市道青木太田線の維持管理は、伊折区及び青木区の根踏・里原地区

で組織する同会が、側溝泥上げ、草刈り等を毎年４回実施している

が、法面にある立木が年々大きくなり、見通しが悪い箇所があり、

降雪時には倒木となり、それが原因として停電や通行に支障をきた

している。通行者や車両の安全確保を図るために当事業により支障

木の伐採をする。 

【事業完了日】 

令和 7 年 12 月 12 日 

【総事業費】 

100,000 円 

【補助金額】 

  100,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

 法面にある大きな立木を伐採したことにより、道路の見通しが良くなり、また降雪時の倒木

による通行止めや、停電の原因が無くなり、通行者や車両の安全確保ができた。 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

 

 

 

■今後の取組予定 

引き続き、前年度の未実施個所について支障木の伐採をし、地域の安全確保を図っていく。 

 

 

 

 

 


